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2 0 0 9～2 0 1 0 年度 R O T A R Y  C L U B  O F  T O Y O K A W A  H O I  C L U B  W E E K L Y 

 
 
 
 
 
 
例会日：毎週火曜日 12：30  例会場：豊川商工会議所 

会長：水野太一  幹事：岩瀬靖宏  ＳＡＡ：永田恵照  会報委員長：小田伊佐浩 

事務局：豊川市豊川町辺通 4-4豊川商工会議所会館内 ℡0533-86-2535 Fax0533-86-8889 

ホームページ http://toyokawahoi.tank.jp   Email hoirc@sala.or.jp 

本年度第２７回  通算１１４４回  平成２２年２月９日（火） 晴 
ゲ ス ト      光輝寮 施設長 神谷常憲さん 
ビジター  （なし） 
出席報告  林博宣委員長 

会員総数 計算会員数 本日の出席者数 本日の出席率 1／26修正出席率 

５５名 ４３+８名 ３８名 ７４．５％ ９３．９％ 

司会進行  永田恵照ＳＡＡ 

★会長の挨拶及び報告  水野太一会長 

こんにちは。

暦の上では立

春を過ぎまし

たが、まだま

だ寒さが厳し

いですので、

お身体には充

分にお気をつ

け頂きたいと思います。 
 トヨタ自動車が昨年のフロアマット問題に

続き、アクセルペダルの不具合による大量の

リコール問題が起きまして、大変深刻な事に

なっております。ようやく景気も底を脱した

との報道がされていた矢先で、トヨタが風邪

をひけば、愛知は肺炎になりかねないとまで

言われております。東三河は自動車関係の会

社が多いだけに、大変心配なことになりまし

た。早く立ち直って正常になる事を祈るばか

りです。 

★幹事報告       岩瀬靖宏幹事 

理事会報告 
例会臨時変更のお知らせ・・・蒲郡ＲＣ 
2月 20日東三河分区ＩＭについて 
 

★社会奉仕委員会担当例会 

◎社会奉仕委員長あいさつ 
 本日は児童養

護施設光輝寮の

神谷さんにお越

し頂きました。 
 本年度の社会

奉仕委員会の事

業として、光輝

寮に視聴覚機材

としてＤＶＤプレーヤー３台とＣＤ＆ＭＤプ

レーヤー１台を寄贈させて頂くことになり、

後ほど目録の贈呈をさせて頂きます。 
では、児童養護施設の現状についてお話を

伺いたいと思います。よろしくお願いします。 
◎「児童養護施設の現状と光輝寮の概要」 

光輝寮施設長 神谷常憲さん 

 こんにちは。

本日はお招き

を頂きまして

ありがとうご

ざいます。 
近年、少子

化の傾向はさ

らにすすみ、
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子どもの数は減少の一途を辿っています。そ

れは、現代社会が子どもを育てにくいような

社会であり、子育てが困難な時代であること

を物語っています。愛知県内の児童養護施設

の入所状況をみても、子どもの数が減少して

いるにも関わらず、ここ数年常に満床状態が

続いており、この傾向は今後もさらに続くと

予想されます。 
 児童の入所理由に目を向けると、虐待の被

害を受けて入所してくる児童の数が年々増加

しており、統計では全国の児童養護施設に入

所する児童の 62％が虐待児童という現状に
あります。また、発達障害・知的障害等何ら

かの障害を持つ児童の割合も 20％に上るな
ど、支援が困難な児童が大半を占めています。

当然のことながら、こうした児童に対しては、

より高度で専門的な対応が要求されてきます。

単純に保護し養護するといった対応では成り

立たないのが今日の児童養護施設の現状であ

ると言えます。この厳しい現状を打破するに

は、様々な支援を必要とする児童の状況や意

向を踏まえた的確な支援計画を作成し、その

計画に基づいた適切で柔軟な支援が提供され

ることが必要とされます。同時に、それに担

う施設職員の専門性。資質・倫理の向上も強

く求められます。 
 光輝寮のはじまりは、宗教法人光輝院の教

化育成事業として、住職の神谷常俊（故人）

が児童福祉法（昭和 23年）の施行による里親
制度にて里子の養育を始めました。翌昭和 24
年には財団法人として養護施設を開設し、さ

らに社会福祉法人へと発展し、県知事の認可

を受け養護施設・光輝寮が設立されました。

施設当初 20名だった定員も昭和 30年には 50
名となり、平成 10年には児童福祉法の改正に
より、養護施設から児童養護施設に名称変更

され、現在に至っています。 
 基本方針は、設立以来「あかるく（仏）、た

だしく（法）、なかよく（僧）」を生活指針と

してきました。今後もこの目標が達成できる

ように児童に働きかけていくことが私たちの

責務だと感じています。児童はそれぞれの事

情・理由があって施設に入所してきますが、

どのケースを見ても入所以前の生活は極めて

不安定な状況にありました。疎外感・自己否

定感・不信感を持って入所してくる児童が普

通の社会生活を営むためには、まず基本的生

活習慣・社会常識を身につけること、そして

主体的・積極的に生きようとする姿勢をみに

つけることが必要となってきます。たくさん

の仲間と一緒に生活する中でそれらを身につ

け、明るく健康的な毎日を送ることができる

よう、児童一人一人の“最善の利益”を常に

考えながら、適切に支援をしていきたいと考

えています。 
 子どもの施設入所については、児童相談セ

ンターで充分検討された上で、保護者の同意

を得て決定されます。施設の利用、あるいは、

そうした子どもにお気づきの時は、県下の児

童（・障害者）相談センターにご相談下さい。 
 

★ニコニコボックス 

◎誕生日祝い 
 伴 辰三会員 
 柴田浩志会員恵美夫人 
 星川佳伸会員 
 伊藤靖彦会員晴代夫人 
 川渕啓治会員知子夫人 
 山口善功会員貴栄夫人 
 伊藤正幸会員まち子夫人 
◎結婚記念日祝い 
 波多野四郎会員ご夫妻 
 岩瀬靖宏会員ご夫妻 
 伊原良碩会員ご夫妻 
 高桑 耐会員ご夫妻 
 永田恵照会員ご夫妻 
 廣田啓司会員ご夫妻 
◎入会記念日祝い 
 大木健市会員 
 柴田浩志会員 
 川渕啓治会員 
◎その他 
 岩瀬淳一郎さん 奥様の葬儀会葬の御礼 
 大沢茂樹会員 体調回復は順調です 
 滝下 勲会員 本日の例会を担当します 
 伊藤靖彦会員 誕生日を祝って頂き 
 星川佳伸会員  〃 
 伴 辰三会員  〃 
 岩瀬靖宏会員 結婚記念日を祝って頂き 
 高桑 耐会員  〃 
 廣田啓司会員  〃 
 波多野四郎会員 〃 
 柴田浩志会員 いろいろ祝って頂き 
 土井昌司会員 平尾ＣＣの月例Ａで優勝 
 
会報担当者：小田伊佐浩会員、鈴木啓仁会員 

このウィークリーは再生紙を使用しています。 


